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(57)【要約】
【課題】組立工程を容易にし、タイルを安定した状態で
固定する。
【解決手段】床及び／又は壁面タイルの組立システムは
、同一平面上に設けたタイル１８、１９の間に固定手段
を備える。固定手段は、タイル１８、１９の下方側に配
置した溝状湾曲部３、７からなり、タイル１８、１９の
両縁に係合して、該両縁を集めるために溝状湾曲部３、
４、７をガイドする。タイル１８、１９が互いに隣接し
て組み立てられると、角部が集まる位置に、これら溝状
湾曲部３、４、７によってタイルの下側に溝部が形成さ
れ、タイル１８、１９の内部には、少なくとも２つの隣
接するタイルに係合させるために、少なくとも一部に雄
型要素５、６が嵌合する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同一平面上に配置されたタイルの間に固定手段を備えた床及び／又は壁タイルの組立シ
ステムであって、
　前記固定手段は、少なくとも幾つかのタイルの下方に配置され、縁部に対応する溝（３
、４及び７）を形成された湾曲部からなり、前記湾曲部は、前記縁部に形成され、上面を
突き合わせ、角部が集まるように組み立てられると、少なくとも２つの隣接するタイルを
連結するために、押圧することによって雄型要素（５及び６）が挿入される、少なくとも
一部の内側で、タイルの下方に溝が形成され、前記タイルは、側縁に雄型及び雌型要素を
一体化され、それらは相補的であって、タイルの各縁に規則正しくて変更可能な数でタイ
ルの縁に沿って互い違いに配設され、前記タイルは交換可能なタイルの数に応じて位置を
ずらせて組立可能であり、タイルはいずれの方向にも回転可能であり、前記雄型及び雌型
要素は、タイルの組立、連結及び平坦化を受動的にガイドするための手段を係合された構
造を備え、前記手段は、入射角が１°から４５°の間である組立面からなることを特徴と
する床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項２】
　前記タイルで覆われる平面に固定される部位（４７及び４８）によって構成される独立
した固定手段を備え、前記部位（４７及び４８）は、タイルの側縁の境界線領域に係合す
る終端領域を有する一方、前記固定要素（４７及び４８）はタイルによって覆われること
を特徴とする請求項１に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項３】
　前記固定要素（４７及び４８）は、タイルの縁部と平坦ベース（５１）の境界線に設け
たひじ状部を有し、前記固定要素（４７及び４８）は、前記ベース（５１）に配置したオ
リフィス（５４）を介して螺合するネジ（４９）によって固定されることを特徴とする請
求項２に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項４】
　前記固定要素（４７及び４８）のひじ状部は、タイルの縁部の境界線に配置された相補
的なラベット（５５及び５５´）に係合することを特徴とする請求項３に記載の床及び／
又は壁タイルの組立システム。
【請求項５】
　前記雄型要素（５及び６）は、湾曲溝と同様な通路を示す湾曲した剛体を備えたことを
特徴とする前記請求項のいずれか１項に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項６】
　前記雄型要素（５及び６）の幅寸法は変更可能であることを特徴とする前記請求項のい
ずれか１項に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項７】
　前記雄型要素（５及び６）の曲率半径は、それらが挿入されると必要とされる締結力に
依存して変更されることを特徴とする前記請求項のいずれか１項に記載の床及び／又は壁
タイルの組立システム。
【請求項８】
　前記雄型要素の端部には、中心に面取り（８）及びスリット（９）を一体化したことを
特徴とする前記請求項のいずれか１項に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項９】
　前記タイルの縁部は、長い方の第１連結部（１１）と、他方の短い方の第２連結部（１
２）とが、タイルの間に狭い空間を形成し、水平にするように挿入される連続したスリッ
ト（１０）を有することを特徴とする前記請求項のいずれか１項に記載の床及び／又は壁
タイルの組立システム。
【請求項１０】
　前記連結部（１１及び１２）は、ほぼ逆Ｔ字形に形成され、その腕部が、隣接する２つ
のタイルの対向する一対のスリットの内部に挿入される一方、前記連結部がタイルの間の



(3) JP 2008-308979 A 2008.12.25

10

20

30

40

50

狭い空間要素として機能することを特徴とする請求項９に記載の床及び／又は壁タイルの
組立システム。
【請求項１１】
　前記タイルは、縁部が前記スリット（１０）に一体化される下方ベース（１５）と、該
下方ベース（１５）に連結される上方部（１４）とを備えたことを特徴とする請求項９又
は１０に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項１２】
　前記雄型要素（５´及び６´）の側面の少なくとも１つには、タイルの湾曲部（３、４
及び７）の側面の少なくとも１つに形成された溝（１７）に係合する突出部（１６）を少
なくとも一体化されていることを特徴とする前記請求項のいずれか１項に記載の床及び／
又は壁タイルの組立システム。
【請求項１３】
　前記突出部（１６）及び溝（１７）は、雄型要素（５´及び６´）の内側面と、湾曲部
（３、４及び７）の内側面とにそれぞれ配置されていることを特徴とする請求項１２に記
載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項１４】
　前記突出部（１６）及び溝（１７）は、雄型要素（５´及び６´）のベースの一方と、
溝状湾曲部（３、４及び７）の基部の延設部とに係合するように配設されていることを特
徴とする請求項１２又は１３に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項１５】
　着脱タイル（１８）と、固定タイル（１９）との組み合わせからなり、それらは全て角
部にくさび（２０）を設けられ、１箇所に集まる全てのタイルの角部は同一のくさびに支
持され、前記くさび（２０）は、着脱タイル（１８）の下方に配置された角部のラベット
（２１）に係合する一方、固定タイル（１９）の角部は、溝状の湾曲部（４）に一体化さ
れ、湾曲した雄型要素（６、６´）は生成された溝状部（２３）をも占有し、角部のラベ
ット（２１）と着脱タイル（１８）の一部とに係合することを特徴とする前記請求項のい
ずれか１項に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項１６】
　両タイル（１８及び１９）は互い違いに配置され、着脱タイル（１８）では、大きな面
（２４）を有する上方部と、小さな面（２６）を有する下方部とに分離される一方、固定
タイル（１９）では、上方部（２５）が小さな面を有し、下方部（２７）が大きな面を有
し、前記下方部（２７）の角部は、前記固定タイル（１９）の上方部（２５）の頂点に４
５°で接触するように切除した傾斜面（２８）を有し、着脱タイル（１８）及び固定タイ
ル（１９）は、床面を覆うように形成するために互いに係合可能であることを特徴とする
請求項１５に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項１７】
　前記ラベットは（２１）及び溝状湾曲部（４）は、両タイプのタイル（１８及び１９）
の下方部（２６及び２７）と同一の高さ及び厚さを有することを特徴とする請求項１６に
記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項１８】
　前記固定タイル（１９）は、逆T字形に形成された空間連結要素の腕部の一方が挿入さ
れるハウジングとして形成された、周囲に互い違いに配置されたラインに係合する溝（１
０´´）に組み付けられ、挿入時の連結部位は両タイプのタイル（１８及び１９）の上方
部（２４及び２５）の縁に接触する一方、他方の対称な腕部は、固定タイル（１９）の下
方部（２７）と、着脱タイル（１８）の上方部（２４）とに配置された狭い周囲の帯を形
成された異なる他の溝（１０´´）に係合することを特徴とする請求項１６に記載の床及
び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項１９】
　溝状部（２３）は、雄型固定要素（６、６´）の湾曲領域を占有するアーチ状の空間を
形成することを特徴とする請求項１５から１８のいずれか１項に記載の床及び／又は壁タ
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イルの組立システム。
【請求項２０】
　前記着脱タイル（１８）は、下方側（２９）と両側とに配置された他の半円状のラベッ
トに組み付けられ、他の湾曲した固定雄型要素が隣接部（６、６´）に係合する他の溝状
部（３）に補足されて完成することを特徴とする請求項１５から１９のいずれか１項に記
載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項２１】
　雌部の下面は、オリフィス（４６）を設けた突出部又はタブ（４５）に係合し、オリフ
ィスは、タイル固定要素が湾曲面と基台とを通過して、突出部又はタブ（４５）に係合す
る雄部の下方のタイル要素の下面に配置された入口へと導かれることを特徴とする前記請
求項のいずれか１項に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項２２】
　ガイド手段を備えた雄型及び雌型要素の構造は、雄型要素（３０）の外方と、雌型要素
（３１）の内方とに集まる対称な端部（３２）を備えることを特徴とする請求項１から２
０のいずれか１項に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項２３】
　前記対称な端部（３２）の端部の幾つかは、湾曲凸面（３３）であり、幾つかは湾曲凹
面（３４）であり、それらは変曲点（３５´）で一体となることを特徴とする請求項２２
に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項２４】
　前記雄型及び雌型要素の構造はガイド手段を備え、三角波に形成された平面層を有する
角張った構成を有することを特徴とする請求項１から２０のいずれか１項に記載の床及び
／又は壁タイルの組立システム。
【請求項２５】
　三角波に形成された雄型要素（３６）及び雌型要素（３７）の構造は、２つの対称な領
域（３８）を備えることを特徴とする請求項２４に記載の床及び／又は壁タイルの組立シ
ステム。
【請求項２６】
　三角波に形成された雄型及び雌型要素の構造は、長尺領域（４１）と短尺領域（４２）
とからなる２つの異なる長さの領域を備えることを特徴とする請求項２４に記載の床及び
／又は壁タイルの組立システム。
【請求項２７】
　ガイド手段を備えた雄型及び雌型要素の構造は、波状に形成された平坦面を有するアー
チ状の外径（４３及び４４）を備え、隣接領域が変曲点（３５）で合流していることを特
徴とする請求項１から２０のいずれか１項に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム
。
【請求項２８】
　前記雄型及び雌型要素は、タイルの反対側で互いに対向するように配設されていること
を特徴とする請求項１に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項２９】
　前記雄型及び雌型要素は、タイルの縁部の幅方向中央部に配置され、雄型要素は、タイ
ルの視認可能な表面の最大外形から突出する一方、雌型要素は、前記最大外形の内側に隠
れることを特徴とする請求項１から２０のいずれか１項に記載の床及び／又は壁タイルの
組立システム。
【請求項３０】
　固定要素（４７）のひじ状部の端部要素（５２）は、タイルの縁部の境界線に配置した
ラベット（５５）の台座に載置され、平坦ベース（５１）は、固定要素（４７）によって
固定されたタイルの外形線の外側に突出することを特徴とする請求項４から２９のいずれ
か１項に記載の床及び／又は壁タイルの組立システム。
【請求項３１】
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　固定要素（４８）のひじ状部の端部要素（５３）は、タイルの縁の境界線に配置したラ
ベット（５５´）の凹部に挿入され、平坦ベース（５１）は保持されたタイルの下方に留
まることを特徴とする請求項４から２９のいずれか１項に記載の床及び／又は壁タイルの
組立システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、木等の種々の材料からなり、寄せ木の床等、組立フローリングに採用可能な
床及び／又は壁タイルのための組立システムに関するものである。これらのタイルは、フ
ローリングシステムの構成要素である異なる部品、すなわち、タイルの間に組み込まれる
組立手段によって組み立てられる。
【背景技術】
【０００２】
　現在、取外可能な寄せ木タイプの床に関する技術分野では、幾つかのタイル固定手段が
公知である。現状の組立システムは、非常に多様であり、互いに嵌合可能なタイルである
ことが前提となっている。そして、未だ克服できない種々の問題のため、組立工程が楽に
なる可能性は殆どない。また、多様な個々のタイル要素の間では、ずれたり、あるいは、
面一にならなかったりすることがある。
【０００３】
　また、突条や溝の組み合わせや、従来の連結金属要素等の非常に多様な連結要素を特徴
とする技術分野で、床及び壁を覆うタイルの実施形態の幾つかが公知である。
【０００４】
　突条及び溝の組み合わせは、長手方向の調整を適切にするための基準点のない連続シス
テムである。このようなシステムにより、組立システムを長尺方向に位置ずれさせること
はできるものの、明白な基準点は必要なく、一方向にのみ装着可能で、種々の方向にカバ
ー要素を組み付ける自由度は制限される。
【０００５】
　この種の床及び／又は壁の被覆は、例えば、実用新案U-200300678号公報や、国際公開2
007/044293号公報及び米国特許5438809号公報に記載されている。
【０００６】
　前記実用新案は、構成要素の外縁が接着剤なしに連結可能となるように形成された寄せ
木張りの床組立システムに関する。そのシステムは突条及び溝の組み合わせによって連結
される部品を備え、全てのフローリングの構成要素には、次のタイルの長手方向の係合溝
に係合する長尺なフランジが取り付けられている。
【０００７】
　本システムは、挿入溝の側面に配置された台形の占有部位に取り付けられる、歯によっ
て形成された側方の三角形をした拡大部を有する台形部位を備える。
【０００８】
　このように、前述の実用新案は、他のものと関係で、床要素を敷くことを補助するため
の長手方向の表示はない。
【０００９】
　前述の特許に記載された発明にもこのような欠点がある。
【００１０】
【特許文献１】スペイン実用新案第２００３００６７８号公報
【特許文献２】国際公開２００７／０４４２９３号公報
【特許文献３】米国特許第５４３８８０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　そこで、本発明の目的の１つは、特徴が隠された組立手段により、組立工程を容易にし
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、タイルを安定した状態で固定することを保証することである。
【００１２】
　本発明の他の目的は、持ち上げられた床下に形成される空間を走るネットワークの設置
又は設備を検査又は修理が必要なときはいつでも、前記タイルの下方空間にアクセスする
ために、幾つかのタイルを取り外すことができる持上及び取外可能なモジュール式の床を
得るための手段を備えることである。
【００１３】
　本発明の他の目的は、特定の壁又は床の被覆領域を形成するタイル連結工程を最も楽に
行う、特別な突条及び溝の組み合わせを提供することである。そこで、この目的を達成す
るため、組立工程中に、タイルを正しくガイドして配置するのと同様に、タイルの表面を
完全に面一にし、最終的に適切な位置となることを保証する一方、組み合わせの可能性を
広げる。これにより、タイルをその周囲の縁部のどこででも組み付けることが可能となる
。
【００１４】
　本発明の他の目的は、フローリングや壁の被覆に適した、タイルの固定手段を提供する
ことである。固定手段は、接着剤を必要としないため、壁の被覆に使用する際、特に有効
である。また、床の被覆にも使用することができる。さらに、側縁に雄部又は雌部なしに
タイルを連結することが可能である。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明は、目的を達成し、前述のシステムの欠点を克服するため、従来の組立システム
から改良したものであり、特に、組立連結要素すなわちジョイントの、取付け、タイルの
位置調整、及び、組込みを容易に直観で行えるようにしている。
【００１６】
　本発明に係るシステムは、床に取り付けられて、視認できないタイル間の特別な固定手
段を備えること、すなわち前記固定手段がタイル下面に配置されることを特徴とする。
【００１７】
　これら固定手段は、タイル下面に配設された環状溝すなわち溝要素に相補的に係合する
湾曲構造に形成された雄型要素を備える点を特徴とする。
【００１８】
　これら環状溝は閉鎖輪郭線を有し、少なくとも２つの隣接するタイルに影響する。タイ
ルが、例えば、四角形又は矩形形状であるとき、環状溝が４つの隣接するタイルの隣接す
る角部（そして、それがリング状に形成されている。）に表出すると、環状溝はこれら４
つのタイルに影響する。この場合、各タイルは９０度の角度で溝の一部の影響を受ける。
溝の開口はタイルによって覆われた表面の周縁に係合する。
【００１９】
　本発明の他の特徴は、各雄型要素が少なくとも２つの隣接するタイルに関係すること、
すなわち、雄型要素が少なくとも２つの他のタイルに形成した溝部に係合するが、タイル
の形状に依存して、溝が形成された３以上のタイルを含むように一列に係合できることで
ある。
【００２０】
　通常、タイルは、完全に面一の表面と、適切な要素の係合と、組付中の垂直及び水平通
路の適切な調整とを行うため、前方縁に、係合溝（雌型要素）と、突出部（雄型要素）と
を備えるが、組立中及び組立後に、この付加された突条及び溝の配列は、本発明の主目的
ではないものの、形態を変更してもよい。
【００２１】
　通常、前記周囲の突条及び溝の係合配列は、特別な装飾効果を得るために、相対的な回
転と同様に、突条のいずれの位置であっても、隣接したタイルを位置をずらせて組み立て
ることができるように、規則正しく配置された、交互に突出要素及び凹状要素を備える。
【００２２】
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　また、突条及び溝の組み合わせでの前方及び下方の係合は、異形の部品又は本体を取付
可能とするために十分な隙間が得られるように幾分自由度がある。さらに、縁は組立工程
をより容易に行うために丸められている。
【００２３】
　タイルの構造は、固定要素に必須の金属構造と同様であり、組立工程を最も効果的に行
えるようになっており、前記固定手段は、タイルを所定位置に配置し、保持溝に係合し、
押圧して溝に沿ってスライドさせることにより挿入することができるので、容易に組み付
けることができる。
【００２４】
　前記雄型要素は、特殊な構造を有しており、特に、半円に形成されている。これらの幅
寸法は、長手方向に均一ではなく、外壁の曲率半径の角度は、固定操作を容易にし、完全
に嵌合するために変更されている。
【００２５】
　他の実施形態では、前記要素は、逆Ｔ字形状の連結要素に係合されており、その腕部が
タイルの縁に設けたスリットに係合し、連結要素の連結部が、適宜、間隔形成連結要素と
して機能する２つの隣接したタイルの間にある狭い分離空間に係合する。
【００２６】
　これら間隔形成連結要素により、開き継手方式に基づいてデザインの幅を広げることが
できる。これは、人が通る床面の一部にセラミックス成分を組み込んだタイルには非常に
有効であり、相互に接触する際に縁が損傷することを阻止する。特に、この場合、セラミ
ックス成分は側方縁に前述のスリットを有する下方側ベースに接着される。開き継手方式
では、自由端がタイルの自由面下方に配置され、その結果、スリット内に材料を充填する
ことが可能となる。
【００２７】
　継手技術の他の実施形態では、タイルは側部の中央及び端部で連結されている。
【００２８】
　製造可能な異なるタイプの連結手段がある。例えば、半環状すなわち馬蹄形に形成され
た硬質材料を備え、タイルの下側に配置して保持するための間隙よりも僅かに薄く形成さ
れており、タイルの構成要素に連結される。
【００２９】
　本実施形態では、前記雄型要素は特殊な構造を有し、特に、半環状に形成されており、
その幅寸法は長手方向に均一ではなく、外壁の曲率半径の角度が変化し、固定操作を容易
なものとする。
【００３０】
　したがって、前記突出要素すなわち突条を挿入するため、着脱タイルのフローリングシ
ステムに於けるアーチ状の溝（すなわち挿入溝）は、金属材料又は他の材料のいずれかで
形成された固定手段の突出要素を適切に収容できるように改良されている。この改良は、
問題になっている固定手段に係合する内側面に溝を開口させて、本発明の技術的な改良の
ための適切な保持空間を提供する必要がある。
【００３１】
　上述のように、固定手段の改良では、本発明の全構成をより一層強固にすることを保証
するように、固定手段がハウジングの離脱を防止するため、固定手段とタイルとの間をよ
り一層確実に係合させる必要があった。
【００３２】
　本発明によって提案された他の可能性は、一段高い床であり、この場合、本発明は、タ
イルの角部は、支持ベースから一段高いために、くさびがタイルを接触空間に提供するよ
うに配置された位置を除いて、タイル組立品の下方の空間と床の全表面を形成する特殊な
くさびに直接支持されているところに特徴がある。床表面の下方にそのような一段高い空
間を形成する目的は、異なるユーティリティーやシステムの配線及び配管を敷設するため
である。
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【００３３】
　四角形すなわち矩形状のタイルによって形成された床において、各くさびは、４つの隣
接するタイルの４つの隣接する角部を支持する。つまり、本発明の他の特徴は、対角方向
の一方に配置されたタイルの組み合わせの１組がユーティリティーすなわち配線ネットワ
ークにアクセスして引き出すことを可能とすることであり、対角方向に配置された対応す
る反対側のタイルの組み合わせが互いに固定されて、原則として引き出すことができない
点である。
【００３４】
　一段高い床と取外可能に固定タイルの特徴的な組み合わせを得るため、両方のタイプの
タイルを、少なくとも角部の下方側で、後述するラベット（rabbet：さねはぎの溝）に係
合させる。
【００３５】
　着脱タイルのラベットは、それらがタイルを一段高くして支持するように、下方近傍に
配設したくさびの上面に設けた同様な形状の、対応する相補的な突出部の組み合わせに係
合する環状に形成された領域を９０度の大きさで備えている点に特徴がある。
【００３６】
　一方、取外不能すなわち固定タイルのラベットは、それらが環状領域の湾曲部に続く環
状通路と、支持用くさびのアーチ状領域の湾曲を示すような溝を備え、特定の角度幅を囲
むアーチ状の雄型要素が、本発明の主な特徴部分に説明されているのと同様にして前記溝
状部分の内部に係合されている。着脱タイルのラベットは、そのような係合を可能とし、
溝状要素の内部に雄型要素を確実に挿入可能とする。
【００３７】
　本発明の他の特徴は、固定タイルの周縁が、下方部をより小さい上方部から分離するた
めに面取りされて、その表面は下方部よりも大きくなる一方、着脱タイルの周縁は、下方
部よりも大きな上方部を下方部から分離するために面取りされ、いずれのタイルも隣接す
る縁によって一体化可能に配置されている点である。
【００３８】
　この係合は、固定タイルの下方部が、固定タイルの上方部の頂点全てに接する全ての角
部の特殊な４５°の面取りを特徴としないならば、不可能である。
【００３９】
　本発明の他の特徴は、固定タイルの縁部のリムがタイルの上方部と下方部とを分離する
バンドに配置した周囲の溝に係合し、その機能は略「Ｔ」字形に形成された空間連結要素
の腕部の一方を保持することであり、その連結部位はタイルの空間要素として機能するよ
うに垂直に配置されている点である。「Ｔ」の他方の腕部は、固定タイルの下方部の上方
周辺バンドと、着脱タイルの上方部の周辺バンドとの間に挿入される。
【００４０】
　他の実施形態では、タイルは、それらの側縁が、変更される偶数で雄型及び雌型要素に
係合し、好ましくは、厚みの中間位置に配置される点を特徴とする。この配置では、第１
の雄型要素は、視認可能な上面の最大外形から外方に突出する一方、雌型要素は、前記最
大外形の内部に隠れる。
【００４１】
　システムが雄型及び雌型要素の両方に（同じ側で）組み付けられるという事実により、
タイルのいずれか１つの縁を、（あるタイプのコネクタと共に）隣接する他の（係合コネ
クタを有する）タイルに一体化させることにより、あるタイルを他のタイルに連結可能と
なる。
【００４２】
　雄型及び雌型要素は、反対側で互いに対向するように設置される。
【００４３】
　本発明によってなされた他の改良は、雄型及び雌型要素が特殊な組立手段又は組立面を
特徴とするところである。タイルが互いに連結されると、雄型及び雌型要素の突条及び溝
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構造の連結部位がガイドされる。また、予め組み立てられた幾つかのタイルによって境界
が決められると、空間、特に、タイルによって境界が決められた角部は、前記連結部位に
よって占有される。前記突条及び溝の連結システムは、平坦な床あるいは壁面にも有効で
ある。
【００４４】
　したがって、雄型及び雌型要素の特殊な構造により、組立構成を容易で都合良く行うこ
とができ、タイルが不正確に設置される可能性なしに、正確に係合して設置することが保
証される。これは、ガイド手段が、既存のタイルに対して、指定された場所から上方への
どのような動きであっても調整するように、完成位置にガイドして位置決めするからであ
る。
【００４５】
　これにより、いずれの実施形態であっても、雄型及び雌型要素の端部は、雄型要素が雌
型要素の内部に挿入される角度の点で、組立可能性の幅を広げる組立面を備えている。
【００４６】
　他の実施形態では、雄型及び雌型要素は、平面視で三角波に形成された角度の構成に特
徴がある。
【００４７】
　他の実施形態では、雄型及び雌型要素は、平面視で波形に形成されたアーチ状の構成に
特徴がある。
【００４８】
　また、本発明では、タイルで表面を覆うように貼着するために、固定手段用のキャビテ
ィを形成するタイルの下方側の周縁から延設された延設部を形成することができる。
【００４９】
　本発明の他の特徴は、接着剤や他の貼着手段を一切使用することなく、特に、タイルが
壁を覆うように使用するときに、タイルの固定が確実なものとなるように、床又は壁の表
面に、固定手段を設けたタイルを敷設することである。
【００５０】
　前記固定手段は、床又は壁の表面がタイルで覆われると、隠れる。
【００５１】
　他の特徴は、端部を有する小さい部品からなる機械的手段があり、端部は、タイルの縁
部同士が接触して干渉することのないように、タイルの側縁リムのある領域に引っ掛けら
れる。
【００５２】
　固定手段は、タイルを敷設された表面と、各タイルの側面の対応するリムに係合する、
ひじ状に形成された端部とが載置される貼着台を有する独立した部品からなる。
【００５３】
　貼着台には、通常、円錐状の載置孔からなるオリフィスが形成され、ネジがオリフィス
を貫通した後、その頭部がオリフィスに収容されることにより、構造が貼着されて一体化
されることを保証する。
【００５４】
　このように、タイルの間に固定手段を衝突させることなく、床又は壁タイルの完全な係
合が保証される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５５】
　図面を参照すると、床及び／又は壁タイルのための組立システムでは、例えば、取外可
能な寄せ木タイプの床に四角形のタイルが採用されている。それらの側縁は、床を形成す
るタイルの最初の位置決めを容易にすることを目的として、保持空間すなわち雌型要素１
と、相補的な突出要素すなわち雄型要素２とを有している。
【００５６】
　このような構成を使用することにより、タイルは下方側で一体化され、側縁には、溝状
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湾曲部３及び４が正確に位置決めされる。タイルが隣接する縁部と角部とで組み立てられ
ると、あるタイルの溝状湾曲部が他のタイルの溝状湾曲部を補って完全なものとなる。こ
れにより、リング形状すなわち環状の溝としての閉鎖輪郭要素が形成される。前記溝に取
り付けられるように湾曲する、雄型要素５及び６を保持する各部位は、少なくとも２つの
隣接するタイルに影響する１８０°と２７０°の角度で囲まれるのが好ましい。この結果
、タイルの間に安定した離脱不能な係合が保証される。
【００５７】
　各対向縁で係合した２つのタイルでは、前記縁の中心に、１８０°の角度をなす２つの
対向する溝部３が設けられている。各溝部３には、２つのタイルを確実に固定するために
、２７０°の角度をなす雄型要素６が取り付けられている。
【００５８】
　しかしながら、４つの隣接するタイルが角部で集まると、各タイルの溝部は９０°の角
度をなす。この結果、溝要素は他の雄型要素６によって占有され、４つのタイルのうちの
少なくとも３つがその影響を受ける。
【００５９】
　この結果、得られた床面の周縁では、雄型要素５が９０°の溝４の２つの部位によって
形成される開口溝内に係合されることにより隣接するタイルの組み合わせが一体化される
。
【００６０】
　一方、図２に示すように、タイルが位置ずれした矢筈模様に組み立てられる場合、閉鎖
溝要素は、１つのタイルによって構成される１８０°の溝部３と、他の２つのタイルによ
って構成される２つの９０°の溝部４とによって形成される。
【００６１】
　本発明は、他の輪郭を有するタイルにも採用可能である。例えば、６角形のタイル（図
６）のために、溝部７は角部の固定に１２０°の角度をなし、ストレート縁の固定に１８
０°の角度をなす。
【００６２】
　前述のように、雄型要素の構造は、約１８０°と約２７０°の角度をなす湾曲部に合致
する開放形状を備える。
【００６３】
　角度は記載されたものよりも大きくても、小さくてもよい。６角形のタイルのためには
、例えば、２７０°以上の角度が好ましい。但し、角度２７０°は、２又は３のタイルの
、集った角部を囲むのには十分である。
【００６４】
　また、雄型要素５及び６の曲率半径は、装着されたタイルに必要とされる締結力に応じ
て変更すればよい。
【００６５】
　また、雄型要素の端部には、組立工程を補助するため、切欠き８及びスリット９が形成
されており、それらは長手方向に沿って長さを変更され、固定位置への敷設が容易に行え
るようになっている。
【００６６】
　雄型要素が各溝に挿入されると、それらは溝にガイドされてスライド可能となり、前述
の面取りやスリットを使用することにより、強固、かつ、より効率的に係合することがで
きる。
【００６７】
　突条及び溝要素は、交互に、かつ、規則的に配設された凹部１及び突出要素２からなり
、例えば、図２において十分に理解されるように、それらは外縁のいずれであっても隣接
するタイルを組立てることが可能である。
【００６８】
　また、突条及び溝システムは、空間を形成するように、前方部及び下方部に遊嵌し、そ



(11) JP 2008-308979 A 2008.12.25

10

20

30

40

50

こには床が組み立てられる際、小片すなわち異形体が挿入される。また、それらの縁は、
組立工程を容易にするため、若干湾曲している。
【００６９】
　他の実施形態では、タイルは縁部で組み立てられ、スリット１０には、第１スペース連
結要素１１と第２スペース連結要素１２とが挿入される。第１スペース要素１１は、第２
スペース要素１２よりも長く、これらはタイルの縁に係合している。
【００７０】
　これらスペース連結要素１１及び１２は、逆Ｔ字形をしており、その枝部が、前述の、
隣接するタイルの対向するスリット１０に係合する。一方、このスペース連結要素の連結
部は、床材が組み立てられると、タイルに空間を形成する狭い部分である。
【００７１】
　タイルは、その下方側に配置された溝１３に挿入される雄型要素５及び６によって固定
される。前記溝は、そこに配置された湾曲部３及び４によって構成され、対応するタイル
の縁に係合する。
【００７２】
　本発明では、タイルが、歩行者を支持する領域として、下方ベース１５に連結されるセ
ラミック要素１４を有するようにしてもよい。下方ベース１５の縁部は、スペース連結要
素の両腕部が挿入される狭いスリット１０に取り付けられる。
【００７３】
　雄型要素５及び６の角度範囲は、通常、１８０°及び２７０°である。但し、それより
大きくても、あるいは、小さくてもよく、例えば、６角形のタイルの場合、２７０°より
も大きな角度を有するのが望ましい。但し、既存の角度であれば、集まった角部で２又は
３のタイルを囲むのには十分である。
【００７４】
　また、雄型要素５及び６の曲率半径は、それらが取り付けられる際に必要とされる締結
力に応じて変更するようにしてもよい。
【００７５】
　また、雄型要素の端部には、前述のように、組立工程での補助のために、面取り８と、
スリットすなわちオリフィス９が形成されている。これらの要素は、タイルを正確に固定
位置に配置するために長手方向に沿って変更可能な幅を有する。
【００７６】
　他の実施形態には、内側面に配置された突出部１６を有する雄型部材５´及び６´が組
み込まれている。前記突出部は、溝状湾曲部３、４及び７の内側面に配置される、連続し
た溝１７に案内されて取り付けられる。
【００７７】
　雄型要素５´及び６´が対応する溝１３に挿入されれば、それらは溝にスライド可能に
ガイドされ、前記面取り８及びオリフィス９によって補助されるように強固に取り付けら
れる。突出部１６及び相補的な溝１７によって、より効果的にガイドされて取り付けられ
る。
【００７８】
　なお、突出部１６及び相補的なスリット１７は、雄型要素５´及び６´と、溝部３、４
及び７との関係により、所定位置に配設される。但し、前記突出部は、前記溝と雄型要素
の位置に対して異なる位置に配置するようにしてもよい。
【００７９】
　突出部１６及び溝１７は、雄型要素及び溝部の外側面にそれぞれ配置するようにしても
よい。
【００８０】
　本発明の他の実施形態では、着脱タイル１８の第１グループと、固定タイル１９の第２
グループとを有する取外可能な床を備える。これらは全て、特殊なくさび２０の先端に角
部を配置することによって組み立てられる。その機能は、種々のシステムのための配線や
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公共の水道管の設置に役立つ、全体下方に空間が形成されるように床を敷設することであ
る。
【００８１】
　ここで検討された改良は異なる形状のタイルにも採用可能であるが、実際には四角形の
タイルで形成されている。
【００８２】
　したがって、各くさび２０は、１箇所に集まった４つの隣接タイルの４つの角部を支持
する。４つのタイルのうち、２つは対角に位置する着脱タイル１８であり、他の２つは他
方の対角に位置する固定タイル１９である。着脱タイル１８は、円形領域２１として形成
されたラベットの下方側に組み込まれ、前記くさび２０の上方側から突出する突出部２２
に係合し、一体化される。
【００８３】
　溝２３は、前記突出部２２の湾曲側面と、円形領域２１として形成されたラベットの湾
曲側面との間に形成され、２つの固定タイル１９に一体化される各雄型湾曲要素６を保持
する。
【００８４】
　このため、固定タイル１９の角部は、タイルの側縁につながる溝４によって部分的に影
響を受ける。前記溝部４は、所望の角度を有する湾曲した雄型要素６を保持し、この雄型
要素６は着脱タイル１８に生成された溝部２３に係合する。但し、この係合は若干がたつ
きがあり、雄型要素６が強固に係合する固定タイル１９の溝部の場合とは対照的である。
【００８５】
　両タイル１８及び１９には、２つの異なる面要素、すなわち、上面部２４及び２５と、
下面部２６及び２７とを分離するように機能する縁の段部すなわち面取りが形成されてい
る。
【００８６】
　着脱タイル１８の場合、上面部２４の表面積は下面部２６の表面積よりも大きい。一方
、固定タイル１９の場合、上面部２５の表面積は下面部２７の表面積よりも小さい。また
、この場合、下面部２７の角部は、これらタイル１９の上面部２５の頂点に接する４５°
の面取り２８を有している。これにより、両タイプのタイル１８及び１９を一緒に取り付
けることができ、本発明の目的である床を覆うことが可能となる。
【００８７】
　また、本発明では、タイルの間に空間連結要素１１及び１２が組み込まれている。これ
らの要素は、逆Ｔ字形に形成されている。その一方の腕部は、それが配置される縁溝１０
´に係合し、固定タイル１９の縁の面取りに合致する。一方、この空間連結要素の連結部
は、タイル１８及び１９の上面部２４及び２５の境界縁に突出する。
【００８８】
　空間連結要素１１及び１２の鏡面対称の他方の腕部は、固定タイル１９の下面部２７の
上方幅狭部と、着脱タイル１８の上面部２４の周縁部との間に形成された溝１０´´に係
合する。
【００８９】
　着脱タイル１８は、側部の中央領域に半円のラベット２９が形成されている。これらラ
ベットは、固定タイル１９の半円の溝３に部分的に対向している。そこでは、より安定し
た床面を得るために、他の湾曲した雄型要素５が挿入されている。
【００９０】
　半円のラベット２９と溝３は、両タイプのタイルの上面部２６及び２７の厚みと一致し
ている。
【００９１】
　この種のタイルでは、前述のように、配線や公共の水道管を収容する空間を有する、取
外可能な床を形成することができる。それは、床を一段高くなった位置で取り付けること
ができるからである。また、種々の検査及び修理を容易にするため、着脱タイルは、吸引
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カップあるいは同様な装置で持ち上げることが可能である。タイルが四角形であれば、そ
の配列はチェス盤の配置と一致する。固定タイルは、下方側で連結される雄型要素によっ
て簡単に組み立てることができる。
【００９２】
　図１９から２５は、本発明の他の実施形態を示す。これら実施形態では、タイルは、突
条及び溝の連結を容易にするため、雄型要素と雌型要素の組み合わせにより側縁で係合し
ている。前記雄型要素と雌型要素は、タイルの組立及び連結を案内することのできる特殊
な構造を特徴としており、受動的な手法で、残った床要素に対して正確に各要素の適切な
位置が得られる。この結果、組立工程を容易にする受動的なガイド及び連結によって取り
付けることが可能となる。前記手段は、１°と４５°の間の入射角を有する組立面を備え
、床面を形成する要素の正確な配置が保証される。また、突条及び溝の連結によりタイル
は水平となる。
【００９３】
　雄型要素及び雌型要素は、タイルの厚みの中央部に設けるのが好ましい。
【００９４】
　図１９及び図２０に示す好ましい実施形態では、雄型要素３０及び雌型要素３１は、雄
型要素の外側と雌型要素の内側とにそれぞれ位置する対称な端部３２を備える。特に、雄
型要素３０及び雌型要素３１は、規則正しい台形形状を示しており、タイルの側部は前述
の対称な端部３２に係合する。
【００９５】
　この実施形態では、端部３２の傾斜面が、アーチ状端部、湾曲凹領域３３、及び、湾曲
凸領域３４に係合し、変曲点３５´で一体化され、傾斜面は隠れる。勿論、図２に示すよ
うに、湾曲凹領域と湾曲凸領域を連結するための面取りを有するようにしてもよい。
【００９６】
　図２３に示す他の実施形態では、雄型要素３６及び雌型要素３７は、角張った構造に特
徴があり、対称な２つの組立面すなわち領域３８で囲まれている。領域３８は面取りされ
て１周する平坦な渦巻状に形成されている。この場合、図示された平面図では、三角形の
波状に形成されている。
【００９７】
　図２４に示す他の実施形態では、雄型要素３９及び雌型要素４０も、角張った構造を示
しているが、領域は互いに相違し、大領域４１と小領域４２を有し、歯形形状となってい
る。
【００９８】
　図２５に示す他の実施形態では、雄型要素４３と雌型要素４４の組み合わせは、波形に
形成されている。雄型要素４３は、湾曲凸曲面（雄部）が湾曲凹曲面（雌部）に変更する
変曲点３５で雌型要素４４に隣接して連結されている。
【００９９】
　ネジ又は同様な固定要素が通過可能なオリフィス４６を一体化することにより、タイル
固定手段のためのキャビティを構成する延設部４５を形成することも可能である。
【０１００】
　この場合、タイルは、適切な固定を保証するため、組立面にネジ止めすなわち固定され
る。
【０１０１】
　雌型要素３７は、雄型要素３６の大きめの部分４５を保持するために、適切に機械加工
されている。
【０１０２】
　図２６から２９は、雄型要素２及び雌型要素１に加えて、適切な固定を保証するために
独立した固定要素４７及び４８を備えたタイルを示す。タイルが床又は壁の表面に組み付
けられるとき、前記固定はネジ４９によって強化される。
【０１０３】
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　タイルを張る面に形成したオリフィスにネジを螺合可能とする長尺なくさび５０を一体
化することもできる。
【０１０４】
　固定要素４７及び４８は、タイルを貼る面に取り付けられる平坦ベース５１と、縁部で
係合して固定するために、２つの異なる実施形態で具体化されたひじ状領域とを有する。
【０１０５】
　前記実施形態の１つは、平坦ベースに平行な端部５２を有するひじ状領域を備えるが、
それはベース５１とは反対側で外方に位置している。
【０１０６】
　第２の実施形態では、ひじ状領域は、ベース５１と平行であるが、ベース５１の端部の
上方に配置されている。
【０１０７】
　いずれの場合でも、平坦ベース５１には、ネジ４９が挿通し、ネジのヘッドが嵌り込む
円錐形状に形成されたスリット状のオリフィス５４が形成されている。
【０１０８】
　いずれの実施形態でも、ひじ状領域の端部５２及び５３は、タイルの縁部のリムに係合
するひじ状のラベット５５及び５５´に係合する。
【０１０９】
　第１実施形態では、固定要素４７の平坦ベース５１は、タイルによって占有された平坦
面の外側に配置されている。一方、第２実施形態では、固定要素４８の平坦ベース５１は
、その上面に支持されるタイルの下方側に配置されている。
【０１１０】
　通常、固定要素４８は、垂直壁にタイルを組み付ける初期段階では、垂直壁と床を分け
る角部に隣接する壁の下端部に使用される。
【０１１１】
　特殊な組立チャンバ５６は、タイルと表面との間に形成され、特に、不規則な壁や床、
あるいは、湿度の影響を受けた壁や床で、組立状態を改良するように覆われる。
【図面の簡単な説明】
【０１１２】
【図１】本発明に係る床及び／又は壁のための組立システムの一部である、タイルによっ
て形成された取外可能な床の一部を示す斜視図である。
【図２】図１に示すものとは異なる取外可能な床の平面図である。
【図３】本発明に係るタイルの１つを示す平面図である。
【図４】本発明に係る雄型要素の平面図である。
【図５】本発明に係る雄型要素の平面図である。
【図６】本発明に係る６角形タイルの一例を示す平面図である。
【図７】タイル空間要素として機能する連結要素を備えた取外可能な床を示す斜視図であ
る。
【図８】図７の斜視図である。
【図９】床面の歩行を支持するための上方要素としてのセラミック要素を組み込んだ、前
記同様の斜視図である。
【図１０】タイルを確実に固定するための、新たな雄型要素に必須の構造を示す断面詳細
斜視図である。
【図１１】図１０に示す固定要素の斜視図である。
【図１２】図１０に示す固定要素の斜視図である。
【図１３】図１０から図１２に示すイメージの斜視図である。
【図１４】特殊なくさび上に角部を載置することにより敷設された、着脱タイルと固定タ
イルの組合せによって形成された取外可能な床を示す、本発明に係る他の実施形態を示す
図である。
【図１５】図１４に示す詳細斜視図である。
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【図１６】図１４に示す固定タイルの底面図である。
【図１７】図１４に示す着脱タイルの底面図である。
【図１８】隣接する２つのタイルが中間の空間連結要素を一体化することにより組み立て
られる方法を示す図である。
【図１９】雄型及び雌型要素の特殊な配列を、その縁部に一体化した、床及び／又は壁タ
イルの一部を示す平面図である。
【図２０】図１９に示すものと同様なタイルの平面図である。
【図２１】ネジによってタイルを表面に固定するためのオリフィスに係合する延設部を示
す図である。
【図２２】ネジによってタイルを表面に固定するためのオリフィスに係合する延設部を示
す図である。
【図２３】前述とは異なる実施形態を示す各タイルの図である。
【図２４】前述とは異なる実施形態を示す各タイルの図である。
【図２５】前述とは異なる実施形態を示す各タイルの図である。
【図２６】床面又は垂直壁に貼着することを目的として固定手段を係合されたタイルの斜
視図である。
【図２７】図２６の固定手段の詳細を示す斜視図である。
【図２８】図２６の固定手段の詳細を示す斜視図である。
【図２９】図２６から図２８の固定手段の一例を示す断面図である。
【符号の説明】
【０１１３】
１　雌型要素
２　雄型要素
３、４、７　溝状湾曲部
５、６　雄型要素
８　面取り
９　オリフィス
１０　スリット
１１、１２　スペース連結要素
１３　溝
１４　セラミック要素
１５　下方ベース
１６　突出部
１７　スリット
１８　着脱タイル
１９　固定タイル
２０　くさび（固定手段）
２１　ラベット
２２　突出部
２３　溝部
２４、２５　上面部
２６、２７　下面部
２８　面取り
２９　ラベット
３０　雄型要素
３１　雌型要素
３２　端部
３３　湾曲凸面
３４　湾曲凹面
３５　変曲点
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３６　雄型要素
３７　雌型要素
３８　領域
３９　雄型要素
４１　大領域
４２　小領域
４３　雄型要素
４４　雌型要素
４５　延設部
４６　オリフィス
４７、４８　固定要素
４９　ネジ
５０　くさび
５１　ベース
５２、５３　端部
５４　オリフィス
５５　ラベット
５６　組立チャンバ

【図１】 【図２】
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